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東京女子医科大学看護学会会則
第 1 章　総　　　　則
第 1 条 本会は、東京女子医科大学看護学会（The 
Nursing Research Colloquium of Tokyo 
Women's Medical University）と称す。




















































































第 15 条 本会に学術集会会長を置く。
第 16 条 学術集会会長は、評議員会で正会員の中
から選出し、総会の承認を得る。
第 17 条 学術集会会長の任期は 1 年とし、原則と
して再任は認めない。
第 18 条 学術集会会長は学術集会を主催する。
第 5 章　会　　　　議




第 20 条 理事会は、理事長が招集しその議長とな
る。
2　理事会は毎年 3 回以上開催する。但し、





第 21 条 評議員会は理事長が招集し、その議長と
なる。
2　評議員会は、毎年 1 回開催する。但し、






第 22 条 総会は理事長が招集し、学術集会会長が
議長となる。
2　総会は、毎年 1 回開催する。但し、正




3　総会は、正会員の 5 分の 1 以上の出席
または委任状をもって成立とする。





第 24 条 総会における議事は、出席正会員の過半
数をもって決し、可否同数のときは議長
の決するところによる。
第 6 章　学  術  集  会
第 25 条 学術集会は毎年 1 回開催する。
第 26 条 学術集会会長は学術集会の企画運営につ
いて審議するため、学術集会企画委員会
を委嘱し、委員会を組織する。
第 7 章　会 　 誌 　 等
第 27 条 本会は、年 1 回以上会誌を発行する。
第８章　会　　　　計








第 29 条 本会の会計年度は、毎年 4 月 1 日に始
− 61 −
東京女医大看会誌 Vol 16. No 1. 2021
まり、翌年 3 月 31 日で終わる。
第 30 条 学術集会の会計は独立会計とする。
第９章　会 則 の 変 更




者の 3 分の 2 以上の賛成を必要とする。
　　　
第 10 章　雑　　　則
第 32 条 この会則に定めるもののほか、本会の運
営に必要な事項は、別に定める。
附則
この会則は、平成 16 年 10 月 2 日から施行する。





第 1 条 この細則は、東京女子医科大学看護学会会則第 32 条に基づき、東京女子医科大学看護学会の運営 
に必要な事項を定める。
第２条 本会の入会金は 3000 円とする。
2  本会の正会員の年会費は 5000 円とする。
3  本会の準会員の年会費は 2000 円とする。但し、準会員の入会金は徴収しない。。













2  編集委員会は理事会で推薦された 5 名程度の委員をもって組織する。
3  編集委員長は理事会から選出された理事をもってあてる。
4  編集委員会は、年 1 回以上会誌の編集および発行を行う。
第 5 条 本学会に広報委員会を置く。






第 6 条 本学会に総務委員会を置く。






第 7 条 理事会は必要に応じ委員会を設けることができる。
2  委員長は理事会で選出された理事をもってあてる。
附則
この細則は、平成 16 年 10 月 2 日から施行する。
この細則の改正は、平成 30 年 9 月 21 日から施行する。（第 2 条 3 改正）
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東京女子医科大学看護学会評議員会報告
○ 2020 年度

















日　時：2020 年 10 月 1 日 ( 木 ) ～ 10 月 15 日（木）
形　態：Google フォームを使用した書面総会（COVID-19 蔓延のため）
出　席：33 名、欠席：委任状有 102 名
書　記：山口紀子（総務委員）






・資料のとおり 2019 年度に開催された第 4・5 回理事会、2020 年度に開催された第 1 回から第 3
回理事会、2020 年度に開催された評議員会について報告があった。
２．各委員会報告（資料 4,5）
・資料のとおり 2019 年度活動報告および 2020 年度活動経過報告があった。
３．2020 年度研究助成者（資料 6）
・資料のとおり 2019 年度の研究助成終了および 2020 年度新規採択研究助成について報告があった。
































































































項目 2020年度補正予算額 2021年度予算額 備考
Ⅰ会費 1,665,000 1,665,000
 　1．会員会費 1,625,000 1,625,000
　年会費　5,000円×310名＝1,550,000円
　入会金　3,000円×　25名＝75,000円
 　2．賛助会員会費 40,000 40,000 　2口×20,000円＝40,000円
Ⅱ雑収入 200,050 200,050
 　1．受取利息 50 50 　利子収入
 　2．学会誌販売 0 0




項目 2020年度補正予算額 2021年度予算額 備考
Ⅰ総会費 450,000 450,000
　1．学術集会貸与 300,000 300,000 　本年より増額
　2．学術集会理事会共催企画 50,000 50,000 　学術集会理事会共催企画として
　3．諸経費 100,000 100,000 　郵送費等
Ⅱ会議費 90,000 90,000 　理事会5回、評議委員会1回、交通費　等
Ⅲ編集委員会活動費 540,000 540,000
　1．郵送費 15,000 15,000








　2．印刷費 120,000 120,000 　ニュースレター代　70円×2面×400部、発送費込み
　3．入会支援活動費 80,000 80,000 　入会案内作成費、理事会共催企画広報費　等
　4．学会ホームページ管理費 60,000 60,000
　サーバ/ドメイン契約更新31,９５６円、
  更新サポート（予備費）8,800円×3回＝26,400円  等




　1．郵送費 45,000 45,000 　年会費請求郵送費　等
　2．封筒作成費 40,000 40,000 　年会費請求用封筒作成 等
　3．印刷費 200,000 200,000 　年会費請求書、払込票印刷、入会案内印刷　等
　4．事務費 100,000 100,000
　5．会議費 15,000 15,000
Ⅵ 研究助成金 315,000 315,000
　1．助成金 300,000 300,000
　2．事務費 15,000 15,000 　郵送費、振込手数料　等
Ⅶ 役員選挙費 0 0 　※2021年度は役員選挙の予定なし（次回は2022年度の予定）
Ⅷ 支出小計 2,081,000 2,081,000
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研究期間は、１年とする。(助成決定後から翌年 7 月末までとする。) 
 
４．申請期間 


































研究期間は、１年とする。(助成決定後から翌年 7 月末までとする。) 
 
４．申請期間 




































この規程は平成 24 年 7 月 30 日より施行する。 
この規程の改正は平成 26 年 10 月 1 日より施行とする。 

























　収集した個人情報は , 業務遂行と会員サービスへの反映のために , 次の利用目的の範囲に限り使用します。
1） 入会・会員情報の更新・退会手続き
2） 学術集会・総会・学会催しの案内 , 学会誌・ニュースレターの発送
3） 年会費請求書などの送付
4） 学会が行う調査票やアンケートの発送






　本学会が収集した個人情報は , 紛失 , 破壊 , 改ざん , 漏えいなどを防止するため適正に管理します。個人
情報を入力している端末は , 外部からの不正アクセスを防ぐためインターネットに接続していません。
　本学会の保有する個人情報は , 利用目的に応じて正確かつ最新の内容に保つよう努めます。






　本学会は , 法令の変更その他の理由を考慮し , 個人情報の保護 , 管理が適正に行われるよう見直し , 改善
に努めます。 
個人情報の確認 ･ 問い合わせ



















2020 年 4 月 1 日 ~2023 年 3 月 31 日
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　1) 原稿は A4 判横書きで、1 行文字数を全角 35




総説  12 枚以内
論説  10 枚以内
研究論文  16 枚以内
資料  12 枚以内
その他  8 枚以内

























① 著者が 1 名の場合：
（若松 , 2002），（Wakamatsu, 2002）
② 著者が 2 名の場合：
（ 若 松・ 河 田 , 2002），（Wakamatsu & 
Kawada 2002）
③ 著者が 3 名以上の場合：




④ 文献が 2 編以上の場合：
















① 著者が 1 名の場合：
若松みどり（2002）．題名．‥‥‥ 
② 著者が 2 名および 3 名の場合：
若松みどり，河田あおい，新宿あかね
（2002）．題名．‥‥‥











記する場合：3 名まで記載し et al. とする




・著者名（発行年次）. 論文表題 . 掲載雑誌名 , 
号もしくは巻（号）, 最初のページ数−最後
のページ数 .  
【単行本】 
・著者名（発行年次）. 書名（版数）. 発行地 ,
出版社名 . 
・著者名（発行年次）. 論文表題 . 編者名 , 書名




地 , 出版社名 . 
【オンライン版で、DOI のない場合】
・著者名 ( 年号 )．論文タイトル．収載誌名，
巻 ( 号 )，開始ページ - 終了ページ．URL
【オンライン版で、DOI のある場合】
・著者名 ( 年号 )．論文タイトル．収載誌名，

















　2) 別刷料  別刷はすべて実費を著者負担とする。 
　3) その他  図表等、印刷上特別な費用を必要と
した場合は、著者負担とする。 
12. 投稿締切 




〒 162-8666 東京都新宿区河田町 8-1 
東京女子医科大学看護学部内 
東京女子医科大学看護学会編集委員会 






この規程の改正は、平成 24 年 9 月 24 日から施
行する。 
この規程の改正は、平成 27 年 10 月 3 日から施
行する。














□ 1. 原稿の内容は他の出版物にすでに発表、あるいは投稿されていない 
□ 2. 著者はすべて本学会員である（または入会申請中である） 
□ 3. 原稿枚数は本文、文献、図表を含めて投稿規程の制限範囲内である 
（図表はA4用紙 1枚の大きさを 1,000字とする） 
□ 4. 倫理的配慮についてその内容が記載され、倫理委員会または動物実験倫理委員会の承認を受けて 
いる（倫理委員会名と承認番号を記載する） 
□ 5. 原稿はA4判横書きで、1行全角 35 字、1ページ 28行としている 
□ 6. 表紙には、次の内容が漏れなく記載されている 




□図・表および写真等の枚数   
□キーワード（日本語、英語各々4語程度、英語はすべて小文字） 
□希望する原稿の種類    







□ 7. 本文原稿右欄外に図、表、写真の挿入希望位置を朱書きで示している 
□ 8. 文献の記載方法は投稿規程通りとなっている 
□ 9. 誤字、人名のスペルミス、文献記載の不備等の誤りはない 
□ 10. 句読点は「、」と「。」で統一されている 
□ 11. 研究論文希望の場合、800字以内の和文抄録、300 words 前後の英文抄録をつけている 
□ 12. 抄録には原則として、目的・方法・結果・結論の項目をつけ、それぞれにつき簡潔に述べている 
□ 13. 英文抄録と和文抄録の内容は合っている 



















□ 19. 査読を受けた後の再投稿原稿は、原稿の修正箇所に下線等で明示してある。 
□ 20. 再投稿時は、修正対照表も提出する。 
以上 
− 83 −







□ 19. 査読を受けた後の再投稿原稿は、原稿の修正箇所に下線等で明示してある。 






尽力されていることと思います。変革にも対応にも奮闘する社会状況において、第 16 巻は、研究論文 1 編、
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